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第
二
次
大
戦
後
の
説
話
文
学
研
究
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
・
従
来
の
研
究
を
ふ

ま
え
、
そ
れ
ら
を
厳
密
に
点
検
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
研
究
の
基
礎
を
き
つ
い

た
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
お
お
き
く
前
進
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、

山
田
孝
雄
父
子
に
よ
る
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
今
昔
物
語
集
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
五
九
・
三
～
六
三
・
三
）
で
あ
っ
た
。

 
詳
細
な
解
説
と
頭
注
と
、
そ
し
て
巻
末
に
補
注
と
校
異
と
を
そ
な
え
、
本
文

に
は
読
み
を
付
す
な
ど
、
ま
さ
に
そ
れ
は
、
テ
キ
ス
ト
の
概
念
を
越
え
た
総
合

的
な
研
究
書
の
観
を
呈
し
て
い
る
。

 
『
大
系
』
で
う
ち
出
さ
れ
た
新
機
軸
の
ひ
と
つ
に
、
鈴
鹿
本
の
採
用
が
あ
る
。

底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
鈴
鹿
本
は
、
馬
淵
和
夫
（
今
昔
物
語
集
蔵
本
考
、
国

語
国
文
、
一
九
五
一
・
五
）
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
諸
本
の
祖
忌
で
あ
り
、
原

本
か
ら
あ
ま
り
へ
だ
た
り
の
な
い
位
置
に
あ
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
鈴
鹿
本
の

欠
け
て
い
る
巻
に
つ
い
て
は
、
東
大
国
語
研
究
室
本
（
旧
紅
梅
文
庫
本
）
を
底

本
と
し
て
用
い
て
い
る
。

 
さ
て
、
震
旦
部
の
出
典
研
究
の
面
に
か
ぎ
っ
て
『
大
系
』
の
特
色
を
い
え
ば
、

つ
ぎ
の
四
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

．
ω
前
田
家
本
『
冥
報
記
』
を
出
典
と
認
定
し
た
こ
と
。

 
②
『
前
論
法
華
伝
』
を
出
典
と
認
定
し
た
こ
と
。

 
㈹
船
橋
本
『
孝
子
伝
』
を
出
典
と
認
定
し
た
こ
と
。

 
ω
結
託
を
中
心
に
、
〈
敷
術
〉
〈
換
骨
奪
胎
〉
〈
潤
色
〉
等
の
視
点
を
導
入
し
て
、

単
一
の
出
典
に
依
拠
し
た
と
す
る
従
来
の
諸
説
を
修
正
し
た
こ
と
。

 
ω
・
ω
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
片
寄
正
義
説
を
追
認
し
た
も
の
だ
。
『
冥
報
記
』

と
『
弘
賛
法
華
伝
』
に
か
か
わ
る
は
な
し
は
、
お
お
む
ね
『
法
苑
珠
林
』
と
競

合
す
る
立
場
に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
出
典
だ
と
認
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
孜
L

証
今
昔
』
が
全
面
に
押
し
出
し
た
『
法
苑
珠
林
』
は
、
お
お
き
く
後
退
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 
㈹
は
今
野
達
説
を
追
認
し
た
も
の
だ
。
今
野
達
は
「
陽
明
文
庫
蔵
孝
子
伝
と

日
本
説
話
文
学
の
交
渉
」
（
国
語
国
文
、
一
九
五
三
・
三
）
に
お
い
て
、
「
陽
明

文
庫
蔵
孝
子
伝
こ
そ
今
昔
物
語
集
震
旦
部
の
世
俗
孝
子
潭
の
出
典
」
だ
と
主
張
。

そ
の
後
、
京
都
大
学
蔵
の
船
橋
本
『
孝
子
伝
』
を
調
査
す
る
に
お
よ
び
、
九
3
・

4
・
5
・
6
・
7
・
8
・
9
・
1
0
・
1
1
、
・
1
2
・
2
0
・
4
3
・
4
4
・
4
5
・
4
6
・
十
2
1

の
十
六
話
に
つ
い
て
は
一
志
橋
本
『
孝
子
伝
』
が
出
典
だ
と
前
説
を
訂
正
し
た

（63）

『
今
昔
物
語
集
』
震
旦
部
研
究
略
史
（
そ
の
二
）

＼



（
古
代
・
中
世
文
学
の
形
成
に
参
与
し
た
古
孝
子
伝
二
種
に
つ
い
て
、
国
語
国

文
、
一
九
五
八
・
七
）
。
『
大
系
』
は
こ
れ
を
承
け
て
い
る
わ
け
だ
。

 
も
っ
と
も
、
今
野
達
は
船
橋
本
が
、
平
安
時
代
に
流
布
し
て
い
た
『
孝
子
伝
』

の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
便
宜
的
に
、
天
正
八

年
（
一
五
八
○
）
書
写
の
船
橋
本
を
〈
出
典
〉
だ
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
『
大
系
』

は
そ
の
手
続
き
を
省
略
し
て
、
船
橋
本
を
〈
出
典
〉
だ
と
す
る
結
論
だ
け
を
示

し
て
い
る
。
頭
注
と
い
う
制
約
の
中
の
こ
と
と
て
、
や
む
を
え
な
い
面
は
あ
る

も
の
の
、
誤
解
を
招
く
処
理
で
あ
っ
た
。

 
な
お
、
十
2
1
「
長
安
女
、
代
段
違
枕
為
豊
丸
殺
鼠
」
に
関
し
て
、
『
大
系
』

は
『
古
女
列
伝
』
を
出
典
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
船
橋
本
『
孝
子
伝
』

は
、
な
ぜ
か
三
三
と
し
て
も
と
り
あ
げ
て
い
な
い
。

 
な
お
ま
た
、
今
野
達
説
と
の
か
ら
み
で
い
う
と
、
『
大
系
』
で
判
然
と
し
な

い
点
が
今
一
点
あ
る
。
『
注
好
選
』
を
、
十
4
0
「
利
徳
、
明
徳
興
酒
常
行
会
語
」

に
だ
け
類
話
と
し
て
か
か
げ
て
い
る
の
が
そ
れ
だ
。
『
注
野
選
』
を
類
話
と
し

て
と
り
あ
げ
た
の
は
、
「
用
筆
選
集
に
つ
い
て
」
（
国
語
・
一
九
五
三
・
九
）
を

ふ
ま
え
て
の
こ
と
か
と
お
も
わ
れ
る
が
、
今
野
達
は
そ
こ
で
は
、
十
4
0
を
ふ
く

む
計
四
二
話
を
類
話
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
『
大
系
』
の
と
り
あ
げ
て
い
る

十
4
0
だ
け
が
、
他
に
比
し
て
、
『
注
好
運
』
の
当
該
話
と
格
別
類
似
度
が
高
い

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
『
注
好
選
』
に
つ
い
て
は
、
後
で
今
一
度
ふ
れ
る
。

 
そ
れ
は
と
あ
も
れ
、
『
大
系
』
が
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
の
は
ω
だ
。

『
出
典
孜
』
や
『
孜
証
今
昔
』
が
く
出
典
〉
だ
と
指
摘
し
た
大
部
分
の
資
料
に

つ
い
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
こ
と
を
『
大
系
』
は
避
け
て
い
る
。
他

の
巻
で
の
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
や
『
冥
報
記
』
な
ど
に
比
し
て
、
零
墨
の
〈
出

典
〉
は
、
い
か
に
も
類
似
度
が
低
い
か
ら
だ
。
た
し
か
に
こ
れ
ら
は
、
と
う
て

い
同
一
に
論
じ
ら
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

 
従
来
の
出
典
研
究
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
発
見
し
え
た
落
話
の
な
か

で
、
も
っ
と
も
類
似
度
の
高
い
も
の
を
〈
出
典
〉
だ
と
認
定
し
て
し
ま
う
傾
向

が
あ
っ
た
。
『
大
系
』
は
そ
う
し
た
あ
り
よ
う
に
疑
義
を
呈
し
た
の
だ
。

 
と
は
い
え
『
大
系
』
は
、
既
存
の
説
と
訣
別
し
た
の
で
は
な
い
。
既
存
の
説

に
疑
義
を
表
明
し
、
そ
れ
と
一
定
の
距
離
を
た
も
ち
つ
つ
も
、
既
存
の
説
と
の

妥
協
を
は
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
方
法
が
、
〈
敷
術
〉
〈
換
骨
奪
胎
〉
等
の

視
点
の
導
入
だ
っ
た
。

 
既
存
の
説
を
そ
の
ま
ま
容
認
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
け
れ
ど
、
さ
り
と
て
、

そ
れ
ら
に
と
っ
て
か
わ
る
べ
き
資
料
が
見
出
せ
な
い
と
い
う
事
情
が
、
い
わ
ゆ

る
摺
り
あ
わ
せ
の
論
理
を
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

 
既
知
の
資
料
の
さ
し
示
す
範
囲
で
状
況
へ
の
説
明
を
試
み
て
い
る
点
に
お
い

て
、
『
大
系
』
は
従
来
の
出
典
研
究
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
説
へ
の
疑
義
が
、
『
大
系
』
に
あ
っ
て
は
、
未
知
の
資

料
の
介
在
し
た
可
能
性
へ
の
追
求
に
む
か
っ
て
踏
み
出
す
契
機
と
は
な
り
え
て

い
な
い
の
だ
。
同
様
の
こ
と
は
、
天
竺
部
に
つ
い
て
も
い
い
う
る
。

 
出
典
研
究
と
は
そ
も
そ
も
、
未
知
の
資
料
と
の
出
会
い
を
求
め
る
と
こ
ろ
よ

り
発
す
る
営
為
の
は
ず
だ
。
『
今
昔
物
語
集
』
の
用
い
た
資
料
の
す
べ
て
が
現

存
し
、
か
つ
ま
た
、
そ
れ
が
っ
き
と
め
ら
れ
て
い
る
と
の
保
証
が
な
い
か
ぎ
り
、

未
知
の
資
料
へ
の
視
角
は
、
つ
ね
に
用
意
し
て
お
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

 
た
し
か
に
巻
十
は
、
出
典
研
究
の
現
段
階
で
み
る
か
ぎ
り
、
震
旦
部
の
他
の

巻
と
は
肌
合
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
巻
だ
け
が
、
〈
敷
術
〉
〈
換
骨

脱
胎
〉
を
お
お
は
ば
に
お
こ
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
げ
ん
に
、
東
寺

観
心
院
本
や
金
剛
寺
本
の
出
現
に
よ
っ
て
一
躍
注
目
を
あ
つ
め
た
『
三
好
選
』
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は
、
巻
十
に
関
し
て
十
五
話
の
類
話
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
十
三
話
は
、

こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
も
類
似
度
が
高
い
。
『
今
昔
物
語
集
』

の
成
立
に
関
与
し
た
資
料
が
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
期
待

出
来
な
い
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
資
料
の
存
在
を
裏
付
け
る
資
料
は
、
今
後
も

出
現
す
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

 
巻
十
に
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
資
料
の
な
か
に
は
、
仮
名
書
き
の
も
の
も
ふ
く

ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
池
上
洵
一
は
欠
文
の
出
現
状
況
か
ら
、
直
接
的
出
典
と

み
な
し
う
る
漢
文
文
献
は
皆
無
に
近
く
、
そ
の
多
く
は
す
で
に
口
語
り
な
い
し
、

和
文
体
の
説
話
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い
た
も
の
に
拠
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と

推
定
（
欠
文
の
語
る
も
の
、
文
学
、
一
九
六
四
・
一
）
。
ま
た
、
山
口
佳
紀
も
、

仮
名
書
き
自
立
語
の
出
現
状
況
か
ら
、
天
竺
部
お
よ
び
巻
十
で
従
来
出
典
だ
と

さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
直
接
の
出
典
で
は
な
く
、
出
典
に
は
漢
字
以

外
に
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
や
仮
名
文
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推

定
し
て
い
る
（
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
文
体
、
国
語
と
国
文
学
、
一
九
六
八
・

八
）
。

 
仮
名
書
き
の
出
典
と
し
て
、
『
大
系
』
以
後
、
大
方
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
る
も
の
に
、
『
俊
頼
髄
脳
』
が
あ
る
。
古
く
は
酒
井
金
次
郎
（
今
昔
物
語

集
の
成
立
年
次
臆
説
、
文
学
、
一
九
三
三
・
十
二
）
の
説
が
あ
り
、
『
大
系
』

と
同
時
期
に
橘
健
二
（
今
昔
物
語
集
』
と
『
俊
頼
髄
脳
』
と
の
関
係
、
奈
良
女

子
大
付
属
高
校
研
究
紀
要
、
一
九
六
二
・
十
二
）
と
、
今
野
達
（
今
昔
物
語
集

の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
、
解
釈
と
鑑
賞
、
一
九
六
三
・
一
）
と
が
、
あ
い
つ

い
で
、
『
俊
頼
髄
脳
』
を
と
り
あ
げ
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
た
る
べ
き
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。

 
以
来
、
池
上
洵
一
（
欠
文
の
語
る
も
の
、
前
出
）
、
野
口
博
久
（
俊
頼
髄
脳
、

『
今
昔
物
語
集
』
震
旦
部
研
究
略
史
（
そ
の
二
）

解
釈
と
鑑
賞
、
一
九
六
五
・
二
。
歌
論
書
と
説
話
文
学
、
『
日
本
の
説
話
』
中

世
H
、
東
京
美
術
、
一
九
七
四
・
六
）
、
河
内
山
清
彦
（
今
昔
物
語
集
成
立
論

の
一
視
点
、
国
語
と
国
文
学
、
一
九
六
七
・
十
）
、
福
本
雅
一
（
今
昔
物
語
震

旦
部
巻
十
、
帝
塚
山
短
大
研
究
年
報
、
一
九
七
一
・
十
二
）
、
池
田
富
蔵
（
『
源

俊
頼
の
研
究
』
、
桜
楓
社
、
一
九
七
四
・
二
）
、
小
峯
和
明
（
『
俊
頼
髄
脳
』
と

中
国
故
事
、
中
世
文
学
研
究
、
一
九
八
二
・
八
）
、
宮
田
尚
（
下
和
が
〈
血
の
涙
〉
、

『
和
歌
文
学
と
そ
の
周
辺
』
、
桜
楓
社
、
一
九
八
三
・
一
）
、
国
東
文
麿
（
『
今
昔

物
語
集
作
者
考
』
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
五
・
十
二
）
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
論
及
し
て
い
る
。
『
俊
頼
髄
脳
』
を
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
の
ひ

と
つ
だ
と
み
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
定
着
し
た
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
だ
。

 
も
っ
と
も
、
出
雲
路
修
（
散
逸
《
宇
治
大
納
言
物
語
》
の
冒
頭
部
を
論
ず
、

講
座
平
安
文
学
論
究
、
一
九
八
七
・
六
、
『
説
話
集
の
世
界
』
、
岩
波
書
店
、
一

九
八
八
・
九
に
改
稿
し
て
収
録
）
は
、
「
通
説
と
は
逆
の
よ
う
だ
が
」
と
し
た

う
え
で
、
『
俊
頼
髄
脳
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
と
は
と
も
に
、
中
国
説
話
を
や

わ
ら
げ
た
先
行
資
料
に
拠
っ
た
と
主
張
。
出
雲
路
修
は
そ
の
先
行
資
料
を
源
隆

国
編
す
る
と
こ
ろ
の
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
し
て
い

る
。

 
『
俊
頼
髄
脳
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
係
を
、
『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
『
心

頼
髄
脳
』
へ
と
し
た
の
は
岡
田
希
雄
（
今
昔
物
語
の
成
立
年
次
に
関
す
る
疑
問
、

文
学
、
一
九
三
三
・
十
）
が
お
そ
ら
く
最
初
だ
ろ
う
。
こ
の
論
は
し
か
し
、
た

だ
ち
に
、
先
述
の
酒
井
金
次
郎
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
酒
井
金

次
郎
説
の
方
向
が
大
勢
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
間
に
は
、
直
接
関
係
を

認
め
ず
、
両
書
簡
の
類
話
現
象
は
、
巻
間
に
流
布
し
て
い
た
は
な
し
を
そ
れ
ぞ

れ
が
別
個
に
採
集
し
た
も
の
だ
と
す
る
松
本
治
久
（
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
俊
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頼
髄
脳
』
、
跡
見
学
園
紀
要
、
一
九
六
五
・
三
）
の
説
な
ど
が
あ
る
。

 
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
俊
頼
髄
脳
』
の
関
係
に
ふ
れ
た
論
と
し
て
は
、
こ
の

ほ
か
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
重
複
す
る
中
国
故
事
を
と
り
あ
げ
て
、
『
俊
頼
髄
脳
』

を
論
じ
た
矢
作
武
（
『
天
の
河
う
き
木
に
乗
れ
る
』
類
歌
と
張
憲
乗
査
説
話
に

つ
い
て
、
相
模
国
文
、
一
九
七
八
・
三
）
、
後
藤
祥
子
（
浮
木
に
の
っ
て
天
の

河
に
ゆ
く
話
、
国
文
目
白
、
一
九
八
三
・
三
）
、
あ
る
い
は
小
川
豊
生
（
『
悪
寒

髄
脳
』
の
歌
話
と
説
話
、
『
中
世
説
話
と
そ
の
周
辺
』
、
明
治
書
院
、
一
九
八
七
・

一
二
）
、
田
中
徳
定
（
『
俊
頼
髄
脳
』
の
説
話
引
用
態
度
に
つ
い
て
、
駒
沢
国
文
、

一
九
八
八
・
二
）
、
黒
田
彰
子
（
張
竈
考
、
国
語
国
文
、
一
九
八
九
・
十
）
等

が
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
に
収
得
し
て
い
く
過
程
で
の
、
〈
俊
頼
的
屈
折
〉
を

示
唆
し
て
い
て
興
味
ぶ
か
い
。

 
蔵
中
進
は
六
3
「
震
旦
梁
武
帝
時
、
達
磨
違
警
」
に
関
し
て
、
〈
出
典
〉
の

再
検
討
を
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
今
昔
物
語
集
の
出
典
、
神
戸
外
大

論
叢
、
一
九
六
六
・
六
）
。
『
体
系
』
の
提
示
の
し
た
く
出
典
〉
に
も
な
お
検
討

の
余
地
は
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
の
成
立
に
関
与
し
た
資
料
の
す
べ
て
が
今

日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
以
上
、
出
典
の
深
索
は
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
探
り
当
て
た
類
本
に
対
し
て
は
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
六

 
『
大
系
』
の
踏
ま
え
た
所
説
の
ひ
と
つ
に
、
国
東
文
麿
の
組
織
論
が
あ
る
。

 
「
今
昔
物
語
構
想
論
」
（
国
文
学
研
究
、
一
九
五
二
・
十
）
、
「
今
昔
物
語
集

世
俗
説
話
（
本
朝
）
の
雲
雨
に
つ
い
て
」
（
国
文
学
研
究
、
一
九
五
四
・
二
）
、

「
今
昔
物
語
巻
八
と
仏
法
部
組
織
の
成
立
」
（
国
文
学
研
究
、
一
九
五
六
・
八
）
、

「
今
昔
物
語
集
の
説
話
展
開
様
式
」
（
早
稲
田
商
学
、
一
九
五
九
・
一
）
な
ど
、

あ
い
つ
い
で
発
表
し
た
国
東
文
麿
の
組
織
論
の
中
核
を
な
す
の
は
、
国
東
自
身

に
よ
っ
て
二
話
一
類
様
式
と
名
づ
け
ら
れ
だ
説
話
配
列
方
式
の
発
見
で
あ
っ

た
。 

国
東
文
麿
は
、
二
話
一
類
様
式
の
説
話
配
列
が
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
、
に
発

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
と
『
今
昔
物
語
集
』

と
の
構
成
の
対
応
状
況
か
ら
、
た
と
え
ば
『
今
昔
物
語
集
』
の
巻
八
は
、
諸
菩

薩
霊
験
課
が
配
さ
れ
る
は
ず
の
巻
だ
と
判
断
。
そ
の
う
え
で
巻
八
が
欠
巻
で
あ

る
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
、
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
所
収
の
諸
菩
薩
霊
験
謳
だ

け
で
巻
八
を
構
成
す
る
に
は
底
数
が
た
り
な
い
た
め
、
他
の
資
料
を
あ
わ
せ
用

い
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
機
が
熱
さ
な
い
う
ち
に
、
編
集
を
中
断
せ
ざ
る
を
え

な
い
事
情
が
生
じ
た
も
の
だ
と
推
定
し
た
。

-
国
東
文
麿
に
よ
れ
ば
、
巻
八
だ
け
で
な
く
、
巻
十
八
、
巻
二
十
一
の
両
巻
に

つ
い
て
も
同
様
で
、
欠
巻
は
後
発
的
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
当
初
か

ら
の
も
の
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
編
集
の
側
に
成
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
『
今
昔
物
語
集
』
の
未
定
稿
説
は
、
す
で
に
馬
淵
和
夫
が
欠
文
の
検
討
を
と

お
し
て
提
唱
し
、
（
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
欠
文
の
研
究
、
国
語
国
文
、
一
九

四
八
・
十
二
）
、
さ
ら
に
そ
れ
を
、
鈴
鹿
本
の
調
査
に
も
と
づ
い
て
補
強
し
て

い
る
（
今
昔
物
語
集
伝
本
考
、
国
語
国
文
、
一
九
五
一
・
五
）
。

 
し
た
が
っ
て
国
東
説
は
、
こ
れ
を
別
の
角
度
か
ら
論
証
し
た
か
た
ち
に
な
っ

て
い
る
。
『
大
系
』
は
巻
添
、
十
八
、
二
十
一
の
相
当
個
所
に
、
欠
巻
事
情
に

関
す
る
合
理
的
な
説
明
と
し
て
、
国
東
説
を
そ
れ
ぞ
れ
要
約
し
て
か
か
げ
た
。

 
国
東
説
は
や
が
て
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
『
今
昔
物
語
集
成
立
考
』
（
一
九
六

二
・
五
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
ゆ
説
話
文
学
会
の
結
成
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
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『
今
昔
物
語
集
』
が
巻
を
単
位
と
し
て
の
類
纂
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
各

話
の
配
列
に
も
意
を
は
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
、
は
や
く
芳
賀
矢

一
も
気
付
い
て
い
た
。
「
各
巻
に
は
、
自
ら
同
種
類
の
説
話
を
彙
類
し
て
、
余

程
整
っ
て
居
る
所
が
見
え
る
。
之
れ
を
天
竺
・
震
旦
の
部
に
続
く
も
の
と
し
て

見
れ
ば
、
最
初
か
ら
一
定
の
目
的
を
以
て
、
此
の
物
語
を
記
述
し
た
か
と
察
せ

ら
れ
る
」
と
、
『
孜
証
今
昔
』
の
序
論
で
指
摘
し
て
い
る
。

 
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
解
釈
は
、
だ
れ
も
し
な
か
っ
た
。
そ
れ

を
国
東
文
麿
は
、
新
資
料
を
用
い
て
で
は
な
く
、
『
出
典
孜
』
以
来
、
震
旦
部

の
出
典
だ
と
さ
れ
て
き
た
周
知
の
資
料
、
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
を
用
い
て
説

明
し
て
み
せ
た
の
だ
。

 
国
東
説
の
根
幹
を
な
す
の
は
、
い
ま
い
う
よ
う
に
二
話
一
類
様
式
の
説
話
配

列
で
あ
る
。
全
巻
を
二
話
一
類
の
整
然
と
し
た
配
列
で
統
一
す
る
た
め
に
は
、

綿
密
周
到
な
用
意
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
ま
た
、

前
提
と
し
て
相
当
量
の
資
料
が
収
集
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し

た
営
為
に
は
と
う
ぜ
ん
、
ぼ
う
麗
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

 
国
東
文
麿
は
こ
．
れ
を
「
帝
王
的
意
識
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と

と
ら
え
、
撰
者
に
白
河
院
を
想
定
し
た
。
白
河
院
を
中
心
と
す
る
側
近
グ
ル
ー

プ
の
編
集
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
編
集
に
要
し
た
で
あ
ろ
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
政
治
権
力
の
誇
示
を

-
志
向
す
る
帝
王
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
等
質
と
は
い
い
が
た
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
量
を
テ
コ
と
し
て
重
心
を
移
動
さ
せ
る
た
め
に
は
、
な
お
説
明
が
不
足
し
て

い
る
。
側
近
グ
ル
ー
プ
の
存
在
や
、
勅
撰
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
歴
史
々
料

に
欠
け
る
と
い
う
弱
点
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
表
記
の
特
徴
か
ら
、
『
今
昔
物
語
集
』

の
体
裁
を
整
え
た
最
終
責
任
者
は
、
あ
る
い
は
一
人
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
の

『
今
昔
物
語
集
』
震
旦
部
研
究
略
史
（
そ
の
二
）

批
判
も
出
さ
れ
て
い
る
（
池
上
洵
一
、
欠
文
の
語
る
も
の
、
前
出
）
。

 
こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
、
白
河
院
勅
撰
説
は
大
方
の
支
持
を
得
る
に
い
た

ら
ず
、
後
に
、
国
東
文
麿
も
こ
れ
を
撤
回
し
た
。
白
河
院
勅
撰
説
を
撤
回
し
て

国
東
が
あ
ら
た
に
提
唱
し
た
の
は
、
当
無
頼
撰
者
説
で
あ
っ
た
（
『
今
昔
物
語

集
作
者
考
』
、
武
蔵
書
院
、
一
九
八
五
・
十
二
）
。

 
編
者
論
の
推
移
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
編
集
に
綿
密

周
到
な
用
意
と
、
そ
れ
を
支
え
る
強
力
な
意
志
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
あ
き
ら
か
に
し
た
二
話
一
類
様
式
の
発
見
は
、
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
な
が
ら
『
今

昔
物
語
集
』
研
究
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
波
及
し
て
い
く
わ
け
で
、
肯
定
す
る

に
せ
よ
否
定
す
る
に
せ
よ
、
ひ
と
た
び
は
通
過
せ
ざ
る
を
え
な
い
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

 
二
話
一
類
様
式
に
対
す
る
疑
義
や
批
判
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
も
っ
と
も
は

げ
し
く
否
定
し
た
の
は
河
内
山
清
彦
で
あ
っ
た
（
今
昔
物
語
集
成
立
論
の
一
視

点
、
前
出
）
。
河
内
山
清
彦
は
巻
二
四
を
対
象
に
歌
集
と
の
関
連
を
検
討
し
た

結
果
、
限
ら
れ
た
資
料
を
「
恣
意
的
、
機
械
的
に
組
合
せ
た
」
に
す
ぎ
ず
、

「
そ
の
当
然
の
帰
趨
と
し
て
、
こ
こ
に
は
一
定
の
理
念
や
秩
序
を
も
っ
た
編
纂

物
と
は
決
し
て
言
え
な
い
よ
う
な
支
離
滅
裂
な
混
乱
状
態
が
存
在
す
る
」
と
主

張
。
さ
ら
に
、
二
話
一
類
に
つ
い
て
「
こ
の
論
法
が
論
理
と
し
て
破
綻
し
て
い

る
の
は
、
一
つ
の
事
項
と
他
の
事
項
と
の
間
の
わ
ず
か
な
連
続
面
だ
け
で
二
つ

を
密
接
不
可
分
の
ご
と
く
結
合
し
、
よ
り
大
き
な
切
断
面
を
無
視
し
て
か
か
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
不
連
続
面
を
捨
象
す
れ
ば
、
今
昔
物
語
集
の
ご
と
き
微
温
的

な
が
ら
も
類
聚
性
を
も
つ
作
品
は
も
と
よ
り
、
そ
う
で
な
い
雑
纂
的
な
短
篇
作

品
の
集
録
物
に
お
い
て
も
、
相
隣
れ
る
二
話
ず
つ
の
関
連
性
を
探
索
し
て
二
話

一
類
様
式
に
も
と
つ
く
構
成
を
論
ず
る
の
は
容
易
で
あ
る
」
と
、
真
向
か
ら
否
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定
し
た
。

 
た
し
か
に
二
話
一
類
の
展
開
に
は
、
破
綻
も
あ
る
。
そ
れ
は
け
っ
し
て
完
壁

で
は
な
い
。
国
東
文
麿
が
『
成
立
考
』
の
増
補
版
（
一
九
七
八
・
五
）
に
付
し

た
全
説
話
の
展
開
表
に
お
い
て
も
、
連
想
契
機
の
説
明
に
苦
心
し
た
ふ
し
の
う

か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
や
、
無
理
筋
か
と
お
も
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

 
だ
が
、
河
内
山
清
彦
の
い
う
よ
う
に
、
「
不
連
続
面
を
捨
象
」
し
て
、
「
わ
ず

か
な
連
続
面
だ
け
で
二
つ
を
密
接
不
可
分
の
ご
と
く
結
合
」
し
た
の
で
は
な
い

こ
と
は
、
総
体
的
に
み
る
と
き
あ
き
ら
か
だ
ろ
う
。
国
東
文
麿
が
連
続
面
を
強

調
す
る
こ
と
に
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
、
河
内

山
清
彦
は
不
連
続
面
を
強
調
す
る
こ
と
に
急
で
あ
る
。

 
坂
口
勉
（
「
今
昔
物
語
集
」
研
究
の
一
視
点
、
『
芳
賀
幸
四
郎
先
生
古
希
記
念

日
本
文
化
史
研
究
』
、
笠
間
書
院
、
一
九
八
○
・
五
。
『
今
昔
物
語
の
世
界
』
、

教
育
出
版
、
一
九
八
○
・
二
）
の
批
判
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
各
説
話
の
連
接

状
態
に
、
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
、
密
接
な
組
合
せ
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う

え
で
提
起
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
坂
口
勉
は
そ
の
連
接
を
、
連

想
力
の
自
由
な
発
揮
と
競
合
に
よ
る
も
の
だ
と
と
ら
え
、
連
想
行
為
の
成
立
す

る
場
面
と
条
件
を
歴
史
的
に
究
明
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
。

 
語
り
の
機
能
と
、
そ
の
場
の
解
明
は
、
ひ
と
り
『
今
昔
物
語
集
』
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
説
話
文
学
研
究
一
般
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
だ
。

 
し
か
し
、
「
自
由
な
連
想
に
よ
る
語
り
の
連
続
」
を
強
調
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

目
的
意
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
、
い
わ
ば
禁
欲
的
な
側
面
が

お
さ
え
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
、
連
想
を
抜
き
に
し
た
類
聚
は
あ
り
え

な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
類
聚
の
主
旨
に

沿
っ
た
と
こ
ろ
の
く
不
自
由
さ
〉
の
中
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
が
、
い
か
に
自

分
を
主
張
し
え
て
い
る
か
だ
ろ
う
。

 
国
東
文
麿
の
二
話
一
類
様
式
説
に
、
も
ん
だ
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

『
今
昔
物
語
集
』
を
完
成
作
だ
と
と
ら
え
、
整
然
と
し
た
組
織
性
を
強
調
せ
ん

が
た
め
に
、
破
綻
や
未
整
備
の
状
態
が
な
お
残
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
よ
う
と

し
て
い
な
い
点
だ
ろ
う
。

 
『
今
昔
物
語
集
』
が
未
完
成
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
欠
巻
が
存
在
す
る
と
い

う
点
に
つ
い
て
の
み
い
い
う
る
の
で
は
な
い
。
馬
淵
和
夫
（
今
昔
物
語
集
に
お

け
る
欠
文
の
研
究
、
前
出
）
や
池
上
洵
一
（
欠
文
の
語
る
も
の
、
前
出
）
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
表
記
の
面
か
ら
も
い
い
う
る
し
、
説
話
配
列
の

修
正
を
試
み
た
試
行
錯
誤
の
痕
跡
か
ら
も
い
い
う
る
。
説
話
配
列
の
修
正
の
痕

跡
は
、
震
旦
部
に
関
し
て
い
え
ば
、
巻
十
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
同
様
の
例
は
、

天
竺
部
に
も
本
朝
部
に
も
み
と
め
ら
れ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
は
、
完
成
に
向

か
っ
て
整
備
が
す
す
め
ら
れ
る
途
次
に
あ
る
の
で
あ
る
。

 
『
今
昔
物
語
集
』
は
な
お
ゆ
れ
て
い
る
の
だ
。
今
成
元
昭
の
い
う
不
成
立
（
『
今

昔
物
語
集
』
の
不
成
立
を
め
ぐ
っ
て
、
説
話
文
学
研
究
、
一
九
七
七
・
六
）
と

は
別
な
、
形
而
下
の
意
味
に
お
い
て
も
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
未
完
成
は
基
本

的
な
認
識
と
し
て
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

 
一
部
に
直
営
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
ば
あ
い
、
そ
れ
が
『
今
昔
物
語

集
』
全
体
に
お
よ
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
一
部
に
破
綻
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
二
話
一
類
の
配
列
で
全
巻
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
構
想
の
壮
大
さ
は
ゆ
る

が
な
い
し
、
こ
の
段
階
に
至
る
ま
で
に
要
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
、
は
か
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

 
国
東
文
麿
の
組
織
論
は
、
や
や
も
す
れ
ば
、
二
話
一
類
の
説
話
配
列
の
発
見

と
い
う
側
面
の
み
が
強
調
さ
れ
が
ち
だ
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
き
わ
め
て
重
要
な
発
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見
で
は
あ
る
が
、
見
落
と
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
〈
な
に
〉
が
用
い
ら
れ
て
い

る
か
を
も
ん
だ
い
に
し
て
き
た
従
来
の
出
典
研
究
か
ら
脱
皮
し
て
、
〈
い
か
に
〉

用
い
た
か
の
視
点
を
導
入
し
た
点
だ
ろ
う
。
二
話
一
類
の
発
見
は
、
い
わ
ば
、

そ
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。

 
震
旦
部
に
関
す
る
国
東
文
麿
の
業
績
に
、
い
ま
ひ
と
つ
、
訳
注
が
あ
る
。
講

談
社
学
術
文
庫
の
一
環
と
し
て
、
天
竺
部
に
引
き
続
き
、
震
旦
部
の
全
話
に
つ

い
て
、
注
と
訳
と
を
施
し
た
（
一
九
八
三
・
十
一
～
一
九
八
四
・
二
）
。
天
竺
部
、

震
旦
部
を
含
め
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
口
語
訳
は
，
す
で
に
池
上
洵
一
に
よ
っ

て
公
刊
さ
れ
て
い
る
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
・
十
二
～
一
九
八
○
・
八
）
が
、

池
上
洵
一
の
も
の
が
口
語
訳
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
国
東
文
麿
の
読
み
を

示
し
た
〈
注
〉
と
く
参
考
〉
と
を
付
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

七

 
一
九
六
〇
年
代
に
、
中
国
文
献
と
の
関
連
を
と
お
し
て
、
説
話
文
学
盛
行
の

背
景
に
唱
導
が
あ
る
こ
と
を
説
い
た
の
は
川
口
久
雄
だ
。

 
「
今
昔
物
語
集
と
古
本
説
話
集
に
つ
い
て
」
（
文
学
、
一
九
五
五
・
四
）
、

「
敦
事
変
文
の
素
材
と
日
本
文
学
」
（
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
、
一
九
五
六
・

六
）
、
「
八
相
成
道
変
文
と
今
昔
物
語
集
仏
法
説
話
」
（
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
、

一
九
五
七
・
三
）
、
「
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
編
集
」
（
解
釈
と
鑑
賞
、
一
九
五
九
・

六
）
、
「
日
本
説
話
文
学
と
外
国
文
字
と
の
か
か
わ
り
」
（
解
釈
と
鑑
賞
、
一
九

六
五
・
二
）
な
ど
の
一
連
の
論
文
に
お
い
て
川
口
久
雄
は
、
『
法
五
珠
林
』
『
捜

神
舞
』
ほ
か
の
文
献
、
あ
る
い
は
敦
煙
出
土
の
変
生
な
ど
を
ふ
ま
え
て
立
論
し
、

『
今
昔
物
語
集
』
に
つ
い
て
は
、
僧
団
に
属
す
る
人
び
と
が
、
唱
導
説
法
の
種

本
と
し
て
編
ん
だ
も
の
だ
と
の
見
解
を
示
し
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
震
旦
部
研
究
略
史
（
そ
の
二
）

 
『
今
昔
物
語
集
』
が
仏
教
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
、
天
竺
・
震
旦
・

本
朝
各
部
の
冒
頭
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
の
仏
教
創
始
に
関
す
る
は
な
し
が
配

さ
れ
て
い
る
そ
の
構
成
か
ら
し
て
も
、
疑
い
は
な
い
。
げ
ん
に
『
出
典
孜
』
以

来
、
素
材
源
と
し
て
漢
訳
仏
典
が
探
索
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、

今
日
で
も
出
典
と
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
資
料
の
面
か
ら
も
『
今
昔
物
語
集
』

は
仏
教
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
坂
井
衡
平
が
『
新
研
究
』
で
、
『
今
昔

物
語
集
』
の
仏
教
文
学
と
し
て
の
側
面
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
ゆ
え
の
あ
る
措

置
で
あ
っ
た
。

 
『
今
昔
物
語
集
』
と
唱
導
と
の
か
か
わ
り
も
、
は
や
く
筑
土
鈴
寛
が
提
唱
（
唱

導
と
説
話
文
学
、
『
復
古
と
叙
事
詩
』
、
一
九
四
二
・
十
二
）
。
さ
ら
に
片
寄
正

義
は
、
『
研
究
（
上
）
』
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
を
と
り
ま
く
環
境
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
唱
導
の
隆
盛
が
見
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
意
味
を
も
つ
こ
と
を
『
言

泉
集
』
『
普
通
唱
導
集
』
な
ど
を
ふ
ま
え
て
説
い
て
い
る
。

 
『
今
昔
物
語
集
』
を
布
教
活
動
の
第
一
線
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
川
口
久

雄
の
右
の
見
解
は
、
説
話
の
伝
承
性
を
重
視
し
、
こ
う
し
た
研
究
の
流
れ
を
さ

ら
に
大
胆
に
押
し
す
す
め
た
も
の
で
あ
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
を
日
本
の
『
法

苑
珠
林
』
た
ら
し
め
ん
と
し
た
作
品
だ
と
仮
定
す
る
な
ど
、
随
所
に
斬
新
な
提

言
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

 
た
だ
、
唱
導
の
種
本
説
は
、
学
界
に
新
鮮
な
衝
撃
を
あ
た
え
た
割
に
は
、
以

後
の
研
究
に
さ
ほ
ど
お
お
き
な
影
響
力
を
も
ち
え
な
か
っ
た
。
飛
躍
が
お
お
く
、

実
証
性
に
欠
け
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

 
同
じ
川
口
久
雄
の
「
冥
報
記
と
今
昔
物
語
集
等
に
つ
い
て
」
（
金
沢
大
学
法

文
学
部
論
集
、
一
九
六
七
・
三
）
は
、
こ
れ
も
末
尾
に
、
『
打
聞
集
』
を
『
今

昔
物
語
集
』
か
ら
の
伝
聞
が
変
化
し
た
も
の
だ
と
し
た
り
、
そ
の
『
打
聞
集
』
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を
整
理
し
て
文
章
化
し
た
も
の
が
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
だ
と
す
る
な
ど
、
い
さ

さ
か
大
胆
に
す
ぎ
る
見
解
を
そ
な
え
て
は
い
る
も
の
の
、
『
冥
報
命
』
の
諸
本

や
影
響
史
に
関
す
る
解
説
と
し
て
は
、
詳
細
で
、
手
ぎ
わ
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
お
お
き
い
。
一
九
四
一
年
に
、
「
支
那
仏
教
説
話

集
と
我
が
国
説
話
文
学
と
の
関
係
」
（
前
出
）
の
連
載
予
定
を
、
一
回
だ
け
で

中
止
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
不
完
全
燃
焼
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
『
冥
報
記
』

に
む
け
て
放
出
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。

 
い
ず
れ
に
し
て
も
川
口
久
雄
の
一
連
の
論
は
、
〈
い
か
に
〉
を
強
く
意
識
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
見
解
の
当
否
は
さ
て
お
き
、
研
究
史
の
転
換
を
加
速
さ
せ

る
効
果
は
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

 
川
口
久
雄
が
、
直
接
関
係
の
有
無
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
大
胆
に
立
論
し

た
の
と
は
対
照
的
に
、
中
世
の
日
本
に
依
存
し
た
こ
と
が
た
し
か
な
資
料
を
対

象
と
し
て
、
克
明
な
調
査
に
も
と
つ
く
実
証
的
な
論
を
展
開
し
た
の
は
今
野
達

だ
っ
た
。
今
野
達
が
と
り
あ
げ
た
の
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
『
孝
子
伝
』
で
あ
り
、

『
近
信
髄
脳
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
『
注
好
選
』
で
あ
っ
た
。
欝
乎
お
よ
び
巻

 
 
 
 
 
 
 
や

十
の
出
典
の
一
部
に
、
『
孝
子
伝
』
や
『
俊
頼
髄
脳
』
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
今
野
達
の
曲
説
は
、
漢
訳
仏
典
の
探
索
を
中
心
に
す
す

め
ら
れ
て
き
た
従
来
の
出
典
研
究
の
欠
を
お
ぎ
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
限
ら

れ
た
資
料
を
や
り
く
り
し
て
編
集
さ
れ
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
姿
を
浮
き
彫
り

に
し
た
（
今
昔
物
語
集
の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
、
前
出
）
。

 
『
埋
草
選
』
が
『
今
昔
物
語
集
』
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
の
お
お
い
資
料

で
あ
る
こ
と
を
、
は
じ
め
て
指
摘
し
た
の
も
今
野
達
の
重
要
な
業
績
の
ひ
と
つ

だ
。

 
も
っ
と
も
今
野
達
は
、
こ
の
段
階
で
は
『
注
好
選
』
を
、
〈
今
昔
物
語
集
以
前
〉

に
お
い
て
と
ら
え
て
は
い
な
い
。
「
陽
明
文
庫
蔵
孝
子
伝
と
日
本
説
話
文
学
の

交
渉
」
（
前
出
）
、
「
古
代
・
中
世
文
学
の
形
成
に
参
与
し
た
古
孝
子
伝
二
種
に

つ
い
て
」
（
前
出
）
、
お
よ
び
「
注
好
選
集
に
つ
い
て
」
（
前
出
）
に
お
い
て
今

野
達
は
、
『
注
等
量
』
を
『
今
昔
物
語
集
』
の
影
響
下
に
あ
る
作
品
だ
と
位
置

づ
け
て
い
る
。

 
馬
淵
和
夫
（
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
言
語
の
問
題
、
解
釈
と
鑑
賞
、
一

九
五
九
・
六
）
に
よ
れ
ば
、
右
の
説
を
発
表
し
た
数
年
後
に
は
、
今
野
達
は
『
今

昔
物
語
集
』
と
『
注
好
期
』
と
の
関
係
は
稀
薄
に
な
っ
た
と
、
自
説
へ
の
修
正

的
見
解
を
述
べ
て
い
た
よ
う
だ
。
『
新
注
今
昔
物
語
焦
慮
』
（
大
修
館
刊
、
一
九

六
九
・
七
）
の
解
説
に
お
い
て
、
影
響
は
直
接
的
な
も
の
だ
と
は
断
じ
が
た
い

と
前
説
を
部
分
修
正
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
十
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

 
だ
が
、
ま
だ
『
注
好
選
』
を
〈
今
昔
物
語
集
以
前
〉
に
置
き
な
お
す
こ
と
は
 
 
0
〕

し
な
か
っ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
臼

 
こ
れ
に
対
し
て
本
田
義
憲
（
敦
焼
資
料
と
今
昔
物
語
集
と
の
異
同
に
関
す
る

考
察
（
H
）
、
研
究
年
報
、
一
九
六
六
・
二
）
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
『
注

三
選
』
へ
と
の
流
れ
を
認
め
ず
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
共
通
母
胎
が
あ
っ
た
も

の
と
指
摘
。
宮
田
尚
（
今
昔
物
語
集
出
典
研
究
の
点
検
（
そ
の
二
）
、
国
文
学

研
究
〔
梅
光
女
学
院
大
〕
、
一
九
七
一
・
十
一
。
今
昔
物
語
集
天
竺
部
小
考
、

説
話
文
学
研
究
、
一
九
七
二
・
九
）
も
、
『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
『
注
好
悪
』

へ
の
直
接
的
な
影
響
関
係
を
認
め
ず
、
『
注
好
選
』
は
『
今
昔
物
語
集
』
に
影

響
を
お
よ
ぼ
し
た
資
料
の
姿
を
伝
え
る
も
の
と
と
ら
え
た
。
前
後
し
て
高
橋
俊

夫
（
今
昔
物
語
集
と
注
好
選
集
、
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
、
一
九
七
二
・
三
）

も
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
注
好
選
』
と
関
係
を
論
じ
て
、
共
通
母
胎
を
推
定
。

そ
し
て
そ
の
本
文
は
、
『
注
自
選
』
に
酷
似
し
た
も
の
と
の
見
解
を
示
し
た
。



宮
田
尚
、
高
橋
俊
夫
両
名
の
論
に
は
手
続
き
上
の
欠
陥
が
あ
る
と
批
判
し
た
森

正
人
も
、
結
論
と
し
て
は
共
通
母
胎
を
追
認
し
た
（
今
昔
物
語
集
の
基
礎
的
研

究
、
愛
知
県
立
大
学
文
学
論
集
、
一
九
七
八
・
三
）
。
ま
た
、
高
橋
伸
幸
も
『
私

聚
百
因
縁
集
』
を
論
ず
る
な
か
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
遊
好
選
』
と
の
関

連
に
言
及
し
、
同
様
の
所
見
を
述
べ
て
い
る
（
「
私
聚
百
因
縁
集
」
の
出
典
に

関
す
る
報
告
、
中
世
文
学
、
一
九
八
一
・
十
二
）
。

 
一
方
、
酒
井
憲
二
は
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
ご
ろ
東
寺
文
書
を
調
査
し
た

伴
信
友
が
、
記
録
ノ
ー
ト
で
あ
る
『
東
寺
古
文
零
聚
』
に
、
今
は
失
わ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
『
注
好
選
』
の
奥
書
を
書
き
と
め
て
い
た
こ
と
を
発
見
（
再
び
伴

信
友
に
導
か
れ
て
今
昔
物
語
集
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
、
国
語
国
文
、
一
九

八
二
・
九
）
。
『
東
寺
古
文
零
聚
』
の
出
現
に
よ
っ
て
、
『
注
好
選
』
の
成
立
は

仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
以
前
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

 
『
単
為
選
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
が
乏
し
く
、
そ
れ
ま
で
は

今
野
達
が
『
私
聚
百
因
縁
集
』
と
の
か
ら
み
で
提
起
し
た
と
こ
ろ
の
、
正
嘉
元

年
（
一
二
五
七
）
以
前
だ
と
の
説
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
仁

平
二
年
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
お
お

き
い
。
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
注
置
選
』
と
の
時
間
的
距
離
は
、
い
っ
き
に
近

づ
い
た
。

 
こ
う
し
た
な
か
で
、
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
が
発
見
さ
れ
、
馬
淵
和
夫

の
釈
文
つ
き
に
よ
る
影
印
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
（
東
京
美
術
、
一
九
八
三
・

十
）
。
『
酒
好
選
』
は
そ
れ
ま
で
、
上
巻
と
中
巻
の
一
部
か
ら
な
る
書
陵
部
本
が

知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
新
出
の
東
寺
観
智
院
本
は
、
二
十
の
跡
等
か
」

ら
み
て
も
書
陵
部
本
の
祖
本
で
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
疑
い
が
な
く
、
し
か
も

そ
の
う
え
書
陵
部
本
に
欠
落
し
て
い
る
部
分
を
備
え
て
い
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
震
旦
部
研
究
略
史
（
そ
の
二
）

 
東
寺
観
智
院
本
の
刊
行
に
さ
き
だ
っ
て
、
今
野
達
は
こ
れ
に
詳
細
な
検
討
を

加
え
、
東
寺
番
頭
院
本
が
「
不
揃
え
の
寄
せ
集
め
本
」
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す

る
と
と
も
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
影
響
史
を
た
ど
り
う
る
資
料
だ
と
し
た
前

説
を
訂
正
し
、
現
段
階
で
は
と
条
件
を
留
保
し
た
う
え
で
は
あ
る
が
、
『
注
鼠
壁
』

を
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
だ
と
認
定
し
た
（
東
寺
観
智
院
本
「
注
好
選
」
管

見
、
国
語
国
文
、
一
九
八
三
・
二
）
。
な
お
『
注
好
選
』
に
関
す
る
論
と
し
て
は
、

今
野
達
に
は
ほ
か
に
「
童
子
教
と
注
好
選
集
」
（
説
話
文
学
研
究
、
・
一
九
八
○
・

六
）
が
あ
る
。

 
東
寺
観
智
院
本
の
出
現
が
契
機
と
な
っ
て
、
『
在
好
憎
』
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、

そ
れ
を
巡
る
状
況
が
、
少
し
ず
つ
あ
か
る
み
に
引
き
出
さ
れ
は
じ
め
た
。

 
資
料
的
な
面
で
は
高
橋
伸
幸
が
、
『
大
経
直
談
要
注
記
』
『
小
勇
直
談
要
注
記
』

『
当
麻
曼
陀
羅
疏
』
等
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
（
中
世
文
学
会
大
会
、

一
九
八
○
・
十
）
。
高
橋
伸
幸
は
さ
ら
に
、
『
小
阿
弥
陀
経
論
抄
』
に
も
『
注
好

選
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
（
『
小
阿
弥
陀
経
私
幣
』
所
引
の
『
注

七
二
』
（
一
・
二
）
、
い
ず
み
通
信
、
一
九
八
六
・
十
一
～
八
七
・
十
）
。
ま
た

小
峯
和
明
は
、
日
蓮
の
蔵
書
の
中
に
『
注
好
選
』
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
蔵
書
目

録
で
あ
る
『
本
尊
聖
教
録
』
に
見
出
し
た
ぺ
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
形
成
と
構

一
造
、
徳
島
大
学
教
養
部
紀
要
、
一
九
八
○
・
三
。
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』
、
．

笠
間
書
院
、
一
九
八
五
・
十
一
に
収
録
）
。

 
東
寺
観
智
院
本
は
写
本
で
あ
る
。
奥
書
に
い
う
仁
平
二
年
は
、
書
写
さ
れ
た

時
期
を
示
す
も
の
だ
。
『
注
好
選
』
の
成
立
時
期
は
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
。

し
か
も
仁
平
二
年
以
前
に
、
す
で
に
異
本
を
生
ず
る
ほ
ど
に
、
そ
れ
は
流
布
し

て
い
だ
。
こ
の
点
は
、
東
寺
観
智
院
本
の
上
巻
六
一
話
の
本
文
中
に
校
合
し
た

異
本
の
書
入
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ま
た
、
中
巻
と
下
巻
と
の
あ
い
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だ
に
み
と
め
ら
れ
る
七
話
の
重
出
現
象
か
ら
も
い
い
う
る
。

 
高
橋
伸
幸
や
小
峯
和
明
の
報
告
は
、
こ
う
し
た
『
注
好
士
』
の
流
布
が
、
中

世
に
お
い
て
も
続
い
て
い
た
こ
と
を
さ
し
示
し
た
も
の
だ
。

 
中
世
に
お
け
る
『
注
好
選
』
の
流
布
の
状
況
を
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
証
明

し
た
の
は
、
後
藤
昭
雄
に
よ
る
金
剛
寺
本
の
発
見
で
あ
っ
た
。
後
藤
昭
雄
は
金

剛
寺
本
の
概
要
を
発
表
（
金
剛
寺
本
『
注
好
選
』
の
出
現
、
文
学
、
一
九
八
七
・

十
）
し
た
後
、
本
文
を
影
印
刊
行
し
た
（
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
・
十
）
。

 
元
久
二
年
（
＝
一
〇
五
）
の
奥
書
を
有
す
る
金
剛
寺
本
は
、
中
巻
と
、
下
巻

の
一
部
か
ら
な
る
零
本
で
あ
る
が
、
東
寺
観
智
院
本
に
な
い
話
を
中
巻
に
連
続

し
て
二
〇
話
そ
な
え
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
高
橋
伸
幸
が
、
『
小
鷺
直
談
要

注
記
』
所
引
と
し
て
報
告
し
た
二
話
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
金
剛
寺
本

は
、
東
寺
観
智
院
本
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
と
は
別
系
統

の
、
『
注
好
選
』
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
右
二
〇

話
の
な
か
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
共
通
話
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

『
今
昔
物
語
集
』
研
究
に
お
け
る
『
注
好
選
』
の
比
重
が
飛
躍
的
に
増
大
し
て

き
て
い
る
だ
け
に
、
た
と
え
後
代
の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
異

本
の
出
現
し
た
こ
と
の
持
つ
意
味
は
お
お
き
い
。

 
東
寺
斎
主
院
本
の
出
現
を
う
け
て
、
今
野
達
が
こ
れ
に
詳
細
な
考
証
を
加
え
、

『
注
好
選
』
を
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
だ
と
し
た
こ
と
は
右
に
ふ
れ
た
。
小

峯
和
明
は
こ
れ
を
基
本
的
に
支
持
し
、
「
注
好
選
的
作
品
は
天
竺
・
震
旦
部
双

方
に
ま
た
が
る
格
好
の
資
料
だ
っ
た
は
ず
」
（
今
昔
物
語
集
震
旦
部
の
形
成
と

構
造
、
徳
島
大
学
教
養
部
紀
要
、
一
九
八
二
・
六
、
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と

構
造
』
に
収
録
）
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
た
だ
し
小
峯
和
明
は
、
『
注
好
選
』

が
『
今
昔
物
語
集
』
に
直
接
し
て
い
る
と
断
定
す
る
こ
と
を
避
け
て
、
〈
注
好

選
的
資
料
〉
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
寺
世
智
院
本
に
せ
よ
、
書
陵
部
本
に

せ
よ
、
現
在
確
認
す
る
こ
と
の
出
来
る
『
注
好
選
』
が
、
い
ず
れ
も
残
欠
本
で

あ
る
こ
と
を
配
慮
し
た
も
の
だ
。

 
宮
田
尚
（
今
昔
物
語
集
と
注
粒
選
・
再
考
、
日
本
文
学
研
究
〔
梅
光
女
学
院

大
〕
、
一
九
八
三
・
十
一
）
は
、
『
甲
子
選
』
が
出
典
で
あ
る
可
能
性
は
強
ま
っ

た
も
の
の
、
東
寺
千
歯
院
本
が
『
今
昔
物
語
集
』
に
直
接
し
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
異
本
へ
の
考
察
が
必
要
だ
と
指
摘
。
高
橋
敬
一
は
東
寺
観
智
院
本
の

中
・
下
巻
の
重
出
現
象
や
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
注
好
選
』
と
の
副
詞
の
比

較
を
と
お
し
て
、
『
注
好
選
』
を
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
と
認
め
る
と
と
も
に
、

重
出
現
象
は
依
拠
本
が
異
本
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
定
し
た

（「

豪
ﾞ
選
」
研
究
一
試
論
、
文
献
探
求
、
一
九
八
五
・
二
。
「
今
昔
物
語
集
」

天
竺
部
の
文
体
形
成
、
国
語
国
文
学
研
究
、
一
九
八
六
・
二
）
。

 
な
お
、
『
注
好
選
』
に
概
括
的
な
説
明
を
加
え
た
も
の
に
、
『
日
本
短
篇
物
語

集
事
典
』
（
東
京
美
術
、
一
九
八
四
・
十
、
宮
田
総
記
）
、
『
日
本
古
典
文
学
辞
典
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
・
七
、
今
野
達
記
）
が
あ
る
。
前
者
は
『
説
話
文
学

必
携
』
（
一
九
七
六
・
十
）
が
改
称
し
て
再
版
さ
れ
た
際
、
東
寺
胸
黒
院
本
の

出
現
を
う
け
て
改
稿
さ
れ
た
も
の
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
未
完
）
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